
 

令和２年（２０２０年）３月２５日 

消防指令管制システムの全面更新について 

１１９番通報の受付をはじめとして、発生する災害へ消防車両を出場させ、通報者から

情報収集するなど、市民の皆さんの安全・安心を守るために３６５日、２４時間体制で業

務を行う消防指令管制システムを全面更新し、４階建て増築庁舎に整備しました。 

令和２年（２０２０年）４月１日から正式運用を開始します。 

 

 

 

 

 

１ 新消防指令管制システムの特徴について 

     (1) 増築庁舎の特徴 

    システムを設置している３階及び機械室のある４階部分に免震床を採用したほか、

無給油でも７２時間以上連続運転可能な非常用発電設備を設置するなど、これま

での震災を踏まえた災害に強い施設機能を有しています。 

(2) 指令台拡張機能 

熊本地震の経験を踏まえて、これまでは同時に最大１８本の１１９番通報に対応

していたものを、最大２８本まで対応できるように拡張しました。 

(3) 可搬型指令システム 

大規模災害時に消防局庁舎での指令業務が困難になった場合でも、システムの一

部を被害が小さかった消防署などへ持ち出し、設置することで業務の継続が可能

となる「可搬型指令システム」を日本で初めて採用しました。 

(4) ＮＥＴ１１９の導入 

聴覚等に障がいがある方の新しい１１９番通報サービスとして、スマートフォン

等の携帯端末を利用し、文字で指令センターの職員と対話が可能な「ＮＥＴ１１

９」を導入しました。 
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